
緞
帳
が
あ
が
る
と
い
き
な
り
制

服
向
上
委
員
会
の
歌
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
喜
び

の
歌
の
替
え
歌
で
憲
法
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
第
九
」
や
「
諸
悪
の
根

原
自
民
党
」
と
の
歌
詞
の
あ
る

「
Oh
ズ
サ
ン
ナ
」
な
ど
を
歌
い
つ

つ
、
若
者
の
主
張
を
堂
々
と
述
べ
、

大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

山
崎
洋
子
さ
ん
の
挨
拶

続
い
て
、
作
家
で
九
条
か
な
が

わ
の
会
呼
び
か
け
人
の
山
崎
洋
子

さ
ん
が
、
「
戦
争
直
後
に
米
兵
に

身
を
売
る
よ
り
な
か
っ
た
日
本
人

女
性
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
調
査

を
し
て
『
天
使
は
ブ
ル
ー
ス
を
歌

う
』
と
い
う
ノ
ン
フ
ィ
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
書
い
た
が
、
そ
の
際
二
度
も

行
政
の
取
材
拒
否
に
あ
っ
た
。
再

び
戦
争
へ
の
道
を
歩
ま
な
い
た
め

に
、
戦
争
の
実
態
を
語
り
継
が
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
憲
法
９
条

は
夢
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
わ
れ
る

が
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
国
だ
か

ら
こ
そ
、
特
別
な
夢
で
あ
る
憲
法

９
条
を
持
ち
続
け
る
べ
き
で
す
」

と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

山
口
二
郎
さ
ん
の
講
演

憲
法
劇
の
歌
に
続
い
て
、
法
政

大
学
教
授
の
山
口
二
郎
さ
ん
が

「
２
０
１
５
安
保
か
ら
民
主
主
義

の
再
生
へ
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
山
口
さ
ん
は
「
戦
後
70
年

の
日
本
の
政
治
は
憲
法
第
一
章
天

皇
と
第
二
章
戦
争
の
放
棄
に
よ
り
、

60
年
安
保
で
は
新
安
保
条
約
は
成

立
し
た
が
、
岸
の
退
陣
と
改
憲
の

断
念
に
よ
り
憲
法
は
日
本
的
平
和

主
義
と
し
て
定
着
し
た
。
し
か
し
、

野
党
に
転
落
し
た
自
民
党
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
団
体
の
支
持
に
よ
り
右

傾
化
し
、
歴
史
修
正
主
義
が
浸
潤

し
た
。
現
在
の
自
民
党
は
、
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
車
の
運
転
席
に

安
倍
が
座
り
右
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ

て
い
る
状
態
だ
。
21
世
紀
型
全
体

主
義
と
な
り
、
実
証
性
や
客
観
性

を
無
視
し
、
自
分
が
欲
す
る
よ
う

に
世
界
を
理
解
す
る
反
知
性
主
義

が
跳
躍
跋
扈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

１
９
３
９
年
代
の
ド
イ
ツ
に
似
た

状
況
で
、
ま
さ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

入
口
に
立
っ
て
い
る
。
大
学
政
策

で
も
学
問
の
自
由
を
否
定
し
、
市

場
の
要
望
に
従
わ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。

し
か
し
、
憲
法
を
守
る
運
動
が

大
き
く
広
が
り
、
学
生
た
ち
が
自

主
的
に
立
ち
上
が
り
、
自
分
の
意

見
を
堂
々
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら

は
、
中
学
生
・
高
校
生
時
代
に
３
・

11
を
体
験
し
、
被
災
者
へ
の
思
い

や
り
と
、
大
人
た
ち
の
無
責
任
さ
、

政
治
家
や
官
僚
の
い
い
加
減
さ
に

怒
り
を
感
じ
て
き
た
世
代
で
あ
る
。

国
会
前
の
集
会
で
は
、
そ
の
よ
う

な
若
者
や
市
民
の
姿
を
見
て
国
会

議
員
が
変
化
し
た
。
市
民
が
政
治

家
を
鍛
え
る
新
し
い
政
治
文
化
が

始
ま
っ
た
。
今
後
は
、
野
党
協
力

以
外
に
安
倍
政
治
を
止
め
る
道
は

な
く
、
野
党
の
背
中
を
押
す
の
は

市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
」
と
訴
え

ま
し
た
。

各
地
九
条
の
会
の
発
言

そ
の
後
、
大
勢
の
各
地
九
条
の

会
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幟
や
横

幕
な
ど
を
持
っ
て
壇
上
に
あ
が
り
、

そ
の
前
で
５
名
の
方
々
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
し
ま
し
た
。

根
岸
線
沿
線
九
条
の
会
連
絡
会

の
秋
吉
隆
雄
牧
師
は
、
聖
書
の
言

葉
を
引
用
し
て
戦
争
を
や
め
て
平

和
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
、
沖
縄

の
人
び
と
に
学
ん
で
民
主
主
義
と

平
和
を
取
り
戻
し
、
戦
争
法
反
対

の
闘
い
を
進
め
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。横

須
賀
市
民
九
条
の
会
の
岸
牧

子
さ
ん
は
、
九
月
の
市
議
会
に
27

の
賛
同
団
体
で
戦
争
法
廃
案
の
請

願
を
出
し
た
こ
と
、
18
対
22
で
否

決
は
さ
れ
た
が
多
く
の
会
派
が
賛

成
し
た
。
戦
争
さ
せ
な
い
横
須
賀

オ
ー
ル
ズ
を
結
成
し
、
戦
争
を
さ

せ
な
い
運
動
を
進
め
て
い
る
と
報

告
し
ま
し
た
。

厚
木
市
九
条
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
堤
昭
雄
さ
ん
は
、
10
の
会
が
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11
月
11
日
、
関
内
ホ
ー
ル
で
「
戦
争

を
す
る
国
に
さ
せ
て
た
ま
る
か
９
条
か

な
が
わ
大
集
会
in
横
浜
」
が
８
０
０
名

の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
日
本
の

青
空
」
の
上
映
会
や
９
の
日
宣
伝

行
動
を
し
て
き
た
が
、
来
年
１
月

31
日
に
１
４
０
０
名
の
入
る
会
場

で
戦
争
法
反
対
の
大
集
会
を
準
備

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

横
浜
弁
護
士
会
の
石
黒
康
仁
弁

護
士
は
、
弁
護
士
会
は
法
律
の
専

門
家
と
し
て
憲
法
の
基
本
原
理
で

あ
る
平
和
主
義
、
立
憲
主
義
を
守

る
活
動
を
会
を
あ
げ
て
進
め
て
き

た
。
今
後
も
九
条
の
会
と
連
携
し

て
憲
法
違
反
の
戦
争
法
反
対
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
た
い
、
来

年
、
柳
澤
協
二
さ
ん
の
講
演
会
を

開
催
す
る
と
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
９
条
湘
南
集
会
実
行

委
員
長
の
井
上
紀
子
さ
ん
と
副
実

行
委
員
長
の
石
川
旺
さ
ん
が
、
来

年
６
月
４
日
に
茅
ヶ
崎
市
民
文
化

会
館
で
９
条
か
な
が
わ
大
集
会
in

湘
南
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

岡
田
事
務
局
代
表
の
訴
え

最
後
に
、
九
条
か
な
が
わ
の
会

事
務
局
代
表
の
岡
田
尚
弁
護
士
が
、

参
議
院
特
別
委
員
会
で
の
戦
争
法

「
採
決
」
の
実
態
が
規
則
に
違
反

し
て
い
る
と
指
摘
。
こ
れ
を
廃
止

す
る
に
は
議
会
で
反
対
派
が
多
数

を
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
野

党
の
協
力
が
必
要
だ
。

こ
の
間
、
新
し
い
運
動
が
広
く

深
く
進
ん
だ
。
九
条
か
な
が
わ
の

会
の
出
発
点
と
な
っ
た
２
０
０
５

年
２
月
の
「
九
条
の
会
を
聞
く
県

民
の
つ
ど
い
」
で
の
神
奈
川
ア
ピ
ー

ル
を
紹
介
し
、
あ
れ
か
ら
10
年
間

活
動
し
て
き
た
。

し
か
し
、
「
今
が
憲
法
９
条
の

最
大
の
危
機
で
す
。
や
れ
る
こ
と
、

や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い

こ
と
で
す
。
創
意
工
夫
し
て
取
り

組
も
う
と
」
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
憲
法
劇
の
指
揮
に
よ

り
参
加
者
全
員
で
「
青
い
空
は
」

を
合
唱
し
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
と

な
り
ま
し
た
。

行
動
提
起
す
る

岡
田

尚

事
務
局
代
表

山
口
二
郎
さ
ん

（
法
政
大
学
教
授
）

参加された方々の感想です
○ 戦後の政党政治の変遷を駆け足で分りやすく話してくれた。新しい安保法

制で市民の多くが目覚め、声をあげ、若者たちも動きだした。社会運動が生ま

れたことで2015年は新しい政治文化の発生との見方に共感する。へたれた政治

を市民が鍛え直す時と言う言葉に励まされる。

○ 政権交代した民主党の挫折、失望させたことの山口さんの反省は正直でよ

かった。言葉の意味を奪うファシズムを実感している。若者たちの力を受けて

70年にして真の市民革命を持続したい気持ちを感じました。

○ 誠実、難しい内容を分りやすく、行動する学者としての感覚を持って聞か

せた。納得、力になる。

○ 安保法制が成立することにより、日本の自由と民主主義が危機的であるこ

とを分りやすく解説してくれた。全体主義が日本を被おうとしている状況に愕

然とした。自由と民主主義を守るために本気で頑張らねばならないと思う。

○ レジメも作っていただき、大変分りやすく、今後の勉強の参考になるもの

が数多くありました。

○ オーウェルや和辻の話が聞けて、新しい視点を得られました。最後の話

「野党協力を確立することが今の課題」は、その通りと思います。

○ 今の日本はナチスドイツの始まりに似ている。阻止しなければ本当に恐ろ

しいことになると思う。

○ 分析の仕方が分りやすくて良かった。シベリアに抑留された石原吉郎さん

について始めて知りました。民主党に対して期待のほどがよく分かりました。

野党共闘、選挙で手を結びあって自公政権を追いつめてゆきたい。

○ 戦争法廃止の闘いの広がりに確信を持って、これから行動できる力をもら

えました。

○ 制服向上委員会は、若いのにしっかりしている。こういう若者がいる限り、

日本は沈没しないだろう。

○ 憲法劇、再開したとのこと、頑張ってほしい。

○ 岡田先生の話、感動的でした。知恵と忍耐、そして希望！ 山崎洋子さん

のお話も良かった。

○ 牧師の秋吉さんの訴えが強く響いた。イデオロギーでなくアイデンティティー。

力をもらえました。

○ 横須賀の方のスピーチが心に響いた。横須賀オールズ、すごい！

○ こういう場だからこそ、各地で頑張っている仲間の存在を知ることは、横

のつながりを強くするために必要です。元気をもらえます。

○弁護士さんたちの活動も心強くありがとうございます。人権のために努力し

てほしい。

などなど、163もの方々がアンケートを書いてくださいました。ありがとうご

ざいました。

『９条かながわ大集会２０１６ in 湘南』

井上紀子実行委員長

各
地
九
条
の
会
の
皆
さ
ん


